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麟 に於 け るNll、畷 攻 笛 は2200;S以下 に俘 κ
し何 オし.心.``di伍醜,,で あ.つて光 め 吸收 の初 期 反 漂 と
.して荊 解離(P・・d,iS…in・ibp)をfiふもの で あ ゐ が・
ND3で は之 と輿.り.2136一卑 錐 真 の椿tt"dtscrete".
で あ.つて2106-2盟 λ汲 賦 螂5-2{BOλ の輸3
N医'lsξ同襟`齟diffiiSビ'であ る・NDnの 後 者 の競 は
前 解 離 た棚 揖 ナ う ものセ あ っでIYIIsと伺 じ くND.
















第 贈 圖 家2Kゆλ.に於 け 郵















た つ い て213SA及
び2100孟の 量 子 孜
裏笋.を示 ナ ・ 第 一 躍.よ
りN[hがND3よ り
も1.,_,.J倍速 く分.
解 ナ る こ とが 明 か
で あ る・ 之 に 聞 して
に 既 にM瞻lviHcの




光 の吸収 が 異 りNP實
ytMhの 約m分 に遒ぎ瞬事を寅驗的に論證 してゐ
a.
.董渥早5」『ま醍,二前 報(」'Am響(コaem●S「レc"599827{1937})
に於 い:てNH3の 量子 牧 率.友ぴ そ の臓 力鼓 果,反 感
容器の瀬 の影欝 につ嘆 曜 驗褓 よりその分
解搬構 とレて
N【13十hy→(NH3「つ一9.¥tI2十H(1)












な る式 を提}疑.して ゐ.蚤が,第 一 口 の如 き 最子 收 率 の
類atitよりこ の波 葺 でiご.ND,もNils同檬 の 分 解
をなナ もの と考 へて ゐ 墨.∫
次 に第 二 圏 の 示 す 如 く;'138A(discretc)の熕子 牧 率.
∫が2100λ(d…Hh鱒)のそ れ よ り.も大で あ る といふ精 果
1‡一 般 に労 へ られ て.ゐるの..と反 對 の 現 鴃で あ つでか.
　 の 　　




が 起 瞭,そ の 噸吐子 郭【'"tt大な る`t(8)の外iこ
NJts,十NDs-gNt十3De〔g)
な る氣 椡 系二 分 子 反廱 が 司f能で あ る か らだ と融 明 し
て ゐ る・(9・)tifa迄90cal・のrStrlL/zt.ルギ ー.eas
.ナると され て ゐ 乙.が,2138Aの1Einslein即ち.lt)i
GユLの 吸 収 で充 分 で あ ら う.(憲 田)
as.反 應 蓬 度 と溶 媒 和作 用
A・】・ 霊セm・lliSi-KvspegHeb・,2α
462畷6sく1J37)一
養 に 〔1.fclr.1ε,]19i(bits))ニg.レンブ."マイ ド
の苛 例…貍堅建 γ ル2ホ ル溶 液1こよ.る鹸 イヒ1こよ リピ ニn
ブ9マ イ ドをasる反廱 を研 究 .した.そ の際,HrCIi,一
ClieRr+NaO11=Nalsr十(=H窪呂C旺Br+li.O,=分子
反猛 で あ る・ 済 液 に水 をmへ るも 二 分子 反 麒 な.ζ事
1場 らず ・ そ の 反騨 度 オ:獅'二 減 少 ナ 臥 その蓮
度 恒 敏kと 水 の 垣 ξ.ゆ關係 を見 る1こ,7kの鼠 と して
容 積 比(濘 液 】0色cc・.に對 し0ん20㏄・の添 加)を 取 れ ば
齢 姻 鰍 …tRL,・ 砒(Nl-n詣 吶
は夫 々7瓦 ア ルvdnの モル数)を取 オしば 直縁 黜 係 が
得 ら描 ・帥,k1謌貳1-N,切 ・イ1)・馬 は純 ア ル コ
ホル 中で の 遼 度恒 毅 ・ 而 して 己菖LO77となつ た.又
kの 畿 關 俶21。,<31ｰC.姻でk・一kダ ㏄尸ins=..
② に て,..rhの量 に 鰯 稿伽3r=0.1'lliであ つ た・
i聾,(n).∫疋慮物 質`ま:活性 イ匕と薔蔘媒#iiを.矍…け る・.(1ゆ









・:塒藤 す蜘 鶉 合瞭 一箒・瓦.・紛 嚇
媒 和=ivPギLな り.こ 砂 よ噂り近 似 的 にri=丼1e一曾.
… ご3}を得.る・
.次に
,長 い開 の一 酬 の分 子 に付 き 考 へ る代 りに.あ
る瞬 間 の秦 分 子 を考 へ て も同樣 で あ る・ 即 ・〔1〕.に
よ.り溶 蝶 和(水gi)さ れ た分 子 の濃 度Cパ を杢 濃度
4に 封ナ礁 は(・)と賺 に讐 一凡論 ・由
な"水 和 き.れぬ分 子 の濃.度はCド 昌C,一CHノ=(ン〔1.
ド




」暑合 をk血 と す オL}t,k冒km〔1一 潜1璽o一正蚕)c一=犀「「
…(4)と な..る.・
(4)よb近 似 的 にk旦 冨keロ ーN]・e一'齋)・「 (5)及びk聿
一k,・錨 艶 噸 一⑤ オr得砕 る.(・)◎を娵
し・ ・一・蟲 ・・)….・.・鴫 慈 継 …
の敷 値.を.入讙.レ弓 と,溶 媒 和熱S-LNI.。s筥一43.'et1及
び 活 忖…イ匕熱(～ 盈■NL●(q'十q'っ=2214嘲}ealとな る.
(Nnは 均9isehm…dt數).こ.の兩者 共 略 期待 きれ る數 値.
で あ ζ.・ 〔水渡)
41.澪 液 内 光化 學 反 鹿 の初期 逋程
Ci・k・・R"1]efson.い、㌧ 】;・Libb勝ノ:el」}・i・
1hT.s触5.爭β9-571(19.:S7》,
光 楚解 畷 寧 に鉗 ナ る 不 活性 瀞 媒 の影機`・付 で論
.じて ゐ..弓..一般 に溶 液 Φ の 光化 學 反 感 は 無 枡 巾 の も
の.と非常 に類 似 して ゐ る.然 るに1;Tan6k&Rabino・.
wiにh.(Tゴnh's;.Farad●.SoelJO,126.【1934)….木雷昌.β抄.
;鋒..14).ぱ初 期 解離 に.よ.IJ!ヒ.七た 原子 又 は基 は 坂 圍 む.
漁 紛 子 の埒 互 」二分 議 す る 郷 な く識 離 呂 初 ギ
茜.を椦 媒 分 子 に輿 へ 再鞘 合 す る.事が 多 い・即 ち,.か
.Lる大 な る タ.初期存 韓 食,勹 こ侠 つて 初 期 艦 離 あ簸 亭 .
生 域 寧 は小 で一t(ltオL:tな'6.卑と.蓮ぺ た・ 更 にRdbi.一
.頂ρwlt¢h.黄:.Wgb雨(Tt・tns..F註瞬了ヨ.loc 32,13Sl(1936>.;..
穐 丁ρ・.360)は碍 オ・鱒 鋤 碑 型 に よ 唄 詮 した,
然 し,.こめ糟 果 は原子 二くは幕 オξ湃 媒分 子 と 略 岡 り の.
;飛行 于 ネ.ルギ ー にて 頒 齢 板 憩 この み卿 し得 る
もので あ る.・..普通 の牽 分 解で1主判蜘 二大 姉 飛 行 工





.殉癖 はそ嬾 鞠 煤 嘩靆 卑灘 が鰍.爾相にて同一なる事に對 しては次の如∫.競朔 し為.・
即ち」前蓮め如 く大なる.初期再結会に..よ"瀞液中.め
瞬 漏 柵1の駘 のよ醸 少ナζtt,.・隣 に嘯　 　
合 野上に減少する盤による.と..然.し,.か.Lる觧離と　カ
再耕倉.と.の對紛的變化鯵反瞳がμ嘩 なる…時,騨ち分








列 蠏 陶 こて生 既 康子叉1燃 と済媒 との反慮φ
.可能性口不活性溶媒では除 り考 昏られぬ・四熨化淡.
荊灣液.中での沃素乂は臭素の 光イヒ學あ場合はか 諸
聴 跡 営に吸熱にて・働 源 守・乂醜 オ{六なる飛行
塞 ネル ギ ー を有 して.も起 らぬ.Lしか し 凶 寵 化淡 素 溶
液 巾 の麹 累 の塲 合 ・ 即.ち.一側 ゆ 鹽 葉 原子 が溶媒 分 子
の 一方 に 齎 き,他方 よ.り他 の 鹽素1京子 が 去 乙場 合 の反
鷹 熱1燃 と考 へ られ る・ 二の 反 幽 よ警 翹 ρ.化學 的 方
法 で ぽ臉 出 し番 な い が,署 者 はrtidio'actit・e.indicatoi
の 〃涛 即 ち ・ぎd・tm・にてiR性化 した.食肇 ‡ 喰
.した濡 性 な聖 素 瓦 .斯を 用炉 て 實 驗 した・ その結 果 に
t一・.る.と,かLる置 換 反 慮 の效 率 は0,007以下 であ る.
よ.つて取 も好 都 合 と思 はれ る.二.の場 合 も 囃 生域 物.
.と溶媒 との反 感 は殆
.んど起 ら島 と して よい・
彳酔 て・著搬 光によ.る網 構 の 敷率}‡灘 屮









に跳ね疲.るか或1域 時商燕 司に止つた 後再肉 鮪 陣
晦.う・或磯 面に瞬 畷 謝 る分子 の數とそり表
葡にiaY4衝突ずる分子め鼓 との比を;痿轄係畿fと 名.






物 理 化 学 の 進 歩Vol.11nNa.5(1937)
」
4:矯 ..抄 録 VoLX1
$i'1一;ki・と戯 口蜘;惚 あると⇒考 一軸 てゐた・
璃1者}本.岡擬 と夫4しめ 薫無:との閥 φfを 測 定.した ・今
,d.a.tSdLがそ嘩 晦 押 二ある.なら1鱒跡 晦
秒蕪漿ナ苧.分子の般陰輔晶に鯔秒凝繕}ナa分子φ敷::





氣から.分子が 融 面に飾 ナ硝 度に等 しい現であ.
弓.z.竃しで こ嚥 魏 戯 沸 晦 妻癖 韓ナ確 氣
分子φ質黛..M■がわかる・∈欠に衽秒鯵晶表衝に街突
・ 、.......∫1:一す購 黝 子噴 や 黔 融1解¥9=τ冠n岬
興へら.れる〔N`‡..1に鱒 の蒸氣分子 の藹mは 一
個畍 袖 質鵡 モ15竕子岼 均瀬)・fは.at,rH,
に等・辱'から賜 感 瘍・ぎ.事㍗{1瞭る・ ニxは前





嘩 持つて碑 販.し 中 いcd・ は鮴 分子で




殉 痢 肝 式1灘 子蝋 ・の鞠 値一沃 雍igナ フタ レ ソC8n矼3食 成 樟 頤lC■oH臨50安 息 香 馘Gl甲)2 ov2.95×10一鳩10.axto-la 量.A5i.apO,1720。29
癒 噛 員 棚 穂 あ争嘩 で麺.のに1畷蜘
く1よ 二三.リ大 に な つ た のは 詞娃 の 眞 φ 表 面 が 見掛 け め
表 寅 ま:9大なaた あ で ら うL上 表 のfは いつriも興
の 罫 よ.・味 で あ う・1』.準ぴc1・嗤 でi重.f司と考 へ
て.よ壺で あ ら う.:と.云つ てゐ..る.同'L'くCI6111ρ、.の時
rid.唾q1τ≧.噸でφうオ租 ρ齢 に1燗骸
両 が舗 合 浴 かで あ う寿 ら94721ま眞 の 倒 ζ近 い・ 之 に
反 し曄 めc;H・o・iま餓 の如 織 奪皐:して ゐ た オ}
ら眞 礎fl婁o◎2馳よ.ワ遙 邑;4もで あG.と異 丘弍遣:レz・」、ヴ
ご凵 こ..して も双 臥子 能 斗監が六 な るII争は:fが 小 で あ き事






















自PちLanamuirの モ嬖曙艮硝こと同 形 と な る ・
温 匿 ρ跚 俸1よ(1}式に 用 ひ らtof_hO力學 に よ 、り活
ri;化黙 をEと す る と
kユ=Aye-err!1/r(4」
極 諾A婁 一EゴR7(0}
故 にkl或 はkユ が求thばr;⇒ ξ計 算 さオし.る.が,.之
には(艮)式をviiiして實 測 の肢 蔚速 度 と比較 しなけれ
ば な ら な～㍉.併 し(1)式の黄 分 をナsば 伍 騒:考{多くな
つ て 賞 溺 と⑳塊 鮫が むつ か しい・
併 しlleelc.等の.1[罍と1).:とi-8kて.行つT.data
に(3)を逋 π}してbyとLと を求 め.ると.tim賦兩 者
一 致 を示L.之 に 反 して 』uY@っ た(IL.>n).・
故 に 此 の郵 力 學 が 適 用 きれ.cこと を示.してゐ る・
X他 の 系 脚 ち識 に9水 薬 の吸 綿 τ〔'jlCTては ま
.aこ.とが 漁 ㈹酬 に よ.,,見出、さ.4して ゐ 弼 銀 に よ ・〕
鰤 媒 的 に 水 素.と酸 瓢 とか ら水 が 出來 る動 力學 は鹸 鬟
が 距 子歌 な 匕.ことを示 してゐ る・Rmetlと.Bmaauer
の鍛 に よ 乙r.の 吸 膚 に.に㊨iよ あi2Y[い,こ・考しは觸
、媒 が 不 均"な 性 質.を.イ∫し水 索:が内部 に 入..り込 む1Sで
あ ると屈 はゴ為 ζレ・ 要 す ろ に荊 の 均 一 表面`ζ水 素 が 解
薩 して 嚇 手 る1と齪.し て:第一 蝋 性 化囎 を詮 明
す る 二 とが 毘 率 る・ ●(瀬h).
一..蝋.㌔ へ一
鹽6ド じ2..・
?物理 化学 の 進歩Vol.11nNa.5(1937)
N【,,肖. 抄 録～ 昏　隔一 {37へ …"}い'幽'
50・吸 着 に よ う.石墨 の衷 面 構遭 の 研 究.
R。M.:13aFrer,秒鵺 ノ【'・'II,.SM;〔A〕,isu
aiG一9.'〔1ga7)響
署者 はvanAcrWaa』 吸 着 力.ai性質 を肝 究 す る
鑑 に無 鹸性 納 晶 た 己石晟 に よz.,v.,li.セ)低 温
{21飼273。19に於 け る吸 演 を測 定 した ・
等 温 式 は1丑nglnuir.の式 に合 は干,Powlm等 に





.側し 冨覧,bは恒 急 ムHは 吸airでszが,吸 蔚埴z
の函 敏 で あ る.此 の △旺 は吸 漕箒 量 線 か ら買 職 的 に
隶 め ら1.し.乙.'
吸 蔚 熱 に.吸諺 債 と共 に署 る し く減 つ た.帥 ちN,;
asoo→艶00.c湖,Ar二.L100→獣00cal,n.;.,(脚→
u・…1・ ・如 轍 初 の高 い 伽 ÷,:tea.此鯛1[1
を裴面 購迸 に鵬{閃す る もの と して,理 論 的 に吸 齏 熱
を計㌦算 しτ見 た・
(n.吸UT'1'1が不面 とすLと,吸 溶分 閥 の.粗'読作FIL
に よ リ吸 遊 ボ テ ン シア ルが 扮 す事 が 理 論 的 に考 へ ら
.#tる・併 し之 は 實驗 の 如 く大 きい 愛 化 を詭 明 田來 ない.
(2)石墨 の粒 晶 に は基 底 襾r.と柱 駅 面 と が あ る.楕
子距 離 が夫 々異 るか ら雨 者 の 存 在 に よつ て吸 着熟 が
型 るが,後 者 は吸 糟熱 は 小 に して,鉱 つ そ の 表面 積
はm底 画 に塊 して 小 さい 琳 が 活 性 化 吸iYfの實 験 で 明
か に 銅 して.ゐる・ 故に 斯 棣 な面 の益1迎に園qす るの
'で ぼ な い.
(・)靦配 破 、よ,誠 は齣 隅 の駘 と■
て基 褒 面 に苹ffの亀裂 が あ れ ば 吸 着熟 は2倍 に な 昌
と考 へ ら扛 る.故 に年 づ 離 底 面 に 於 け る吸 着 熱 を計
算 して 見r_・之 に は先 づ 表 而 をCnralem.として,
London及び.Kirkwoodの理 論`こよ り計 算 した.逸
に 金 脚 こ睾け るIrnna・d・J。・邯 の理 謝 二從 つ て 計 算
した・蠏 嘩Ki・kw。。dの式 考詈一 番 よ 僕 測 の鰍
値,皀騨ち基 壇…酊 に多}する値 と」 致 した.故 に最 初 の
約2倍 の値 を示 ナ のは 亀 袈 爾 へ咳 斎 す るの で あ る と
.考へ ら1しるら
④ 鵬 岐 面 に於 て も在部 分 に よ り吸 膚 ポ テ ンiT
ル が 拠 塗 ζ。
:即ち6鮒の 炭素 原 子 に圃 韲れ たN心 に於
一〇p#ar_1bin.a吸着の買験 によ り石屠豪百に於て




51・ 丿 チ ル及 び エ チ ル自宙 基 の雕
R.G,亅。Yraaer&T.N・Jewil電,尸解.
h'a_Sm,〔A)!160,{鵬鬥74`ISIJi)白
Ebにrman及びSternは;.匪眞空 管 の晦拯 を ガス
の電 離 畷 以 .上に 保 ち,そ の?s間竃 胥 を利 用 して,そ
の間 を通 遍 す 乙分 子線 を 鐙 舶:に測 定 した。.馨者 は こ
の事 賞 に基 い て,熱 蓮 動 せ ゐ 分 子線 の方1凸雌 及 び 無
衝 突 を 利用 して,電 離 電 匪 を測 定 せ ん と した.
1!4=チル 繊 は 四 :メチ ル鉛 の 藻氣 を・熱 したT;英
ii内を通 どで,自 由藁 を作 り,こ#Lを小 孔 を 瘤 して
方 両 哲…を もた せ,シ ヤ ツ ターに よ り量 を迦減 して,
r'.IN3.G'.荷檎 嬉欝 に導.・た・
不 解睡 の 四 エ チ ル.鉛に 付 ℃賞 驗 す るに,.12jolt以
上 の 墨 皐ル ギ ー を有 す る電子 綴 に封 して.ig子放 出 は
略 姐 線 的 に」曲 す るが,メ チ ・・印 瞞 の場 合 に 馬
齢 加 斌 は段 々 と減 少 し,.終に電 子 放 出 が減 タ ナ る・
これ は 自由 郵…が 熱 フ ィ ラ メ ン ト に カー パ イFを 作a
母で,ItiL子電 流 を測 定 す る代 りにIOIIIlellOOynuge
ilc4cctorを用 ひ て 生 ず る正 イ 才 ン を淵 定.したが,電
子 電 流 の満 少 に かLは らず 正 イ オン置 茂 ゆ冷 加 を示
した.
測 定鯖 果 を電 子 ヱ ネル ギ ー を横 軸 に 取 リ.,正イオ
ン電 流 を從軸 と して,曲 線 を求 め,そ の延長 が 横 軸




Clip一+.Clay+一fe十i.な己紹 過 巾 の 電離 電壓 を測 建 し




鬢 者 の値--:2*O.Svoltは1.{il】鉾1の 得 た 債 に比
して,0・O"oh蒟く,こ 司しは.Pennアに よれ1ま,不安
wな 四 面懸 形 メチ ル 自禹 基 が睾 定 な 奉 面形 に舞 ず る
呂 ネ4・ギ」で あ 乙・Smi電hの憊 は_,;成抽 がxル ギ
て臓 鱇 瞰 離 して源 子峨 煎 於七艪4酬 唾 伽 加 拷 へ・と,瀦 の鯤 嚇 ず棚 ・.
uJn小 さ.くな る・ 併 し斯 か るfin.な憂 化 は 素 よnる ・M馳1翫ke駟の瑰 論 娘8あVoltはtimi/h.の値 と.一
實 測 の廻 化 を 睨 明 し得 ない ・ 致 ナ るが,著 者 等 の 依 とは相 轡 れ な い.(石 川)
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